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離拡散すると不均一構造の空間平均化によって 0.1wt% HA水溶液中では、 Dが一定値に近
づく O 一方0.9wt% HAの場合は一度減少した Dが拡散距離が長くなるに従って再び増加し
た。これはHAの形成する網目構造は架橋ゲルと異なり、熱揺らぎによって時間とともに絡
み合い点の再配置が生じるため、拡散分子にとっては実質上拡散できる空間が増加する効果
によるものと考えているO すなわち静的構造の空間平均化の効果だけを考慮すれば図の点線
で示したような距離依存性を示すと考えられるが、熱揺らぎによる動的構造の時間平均化に
よる効果が加わることによってDが拡散距離とともに増加する現象が観測されたものと思わ
れるO
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